
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

タイトルだけタイトルだけタイトルだけタイトルだけ見見見見ればポルノればポルノればポルノればポルノ映画映画映画映画のようだがのようだがのようだがのようだが、、、、れっきとしたシリーズもののれっきとしたシリーズもののれっきとしたシリーズもののれっきとしたシリーズものの第第第第

４４４４作作作作。。。。現実現実現実現実のののの女子高生誘拐監禁事件女子高生誘拐監禁事件女子高生誘拐監禁事件女子高生誘拐監禁事件をををを題材題材題材題材としたとしたとしたとした松田美智子松田美智子松田美智子松田美智子のののの原作原作原作原作はははは、、、、監禁監禁監禁監禁しししし

たたたた中年中年中年中年オジサンがオジサンがオジサンがオジサンが示示示示すやさしさによってすやさしさによってすやさしさによってすやさしさによって、、、、監禁監禁監禁監禁されたされたされたされた女子高生女子高生女子高生女子高生とのとのとのとの間間間間にににに親密感親密感親密感親密感

やややや愛情愛情愛情愛情さえさえさえさえ湧湧湧湧いてくるというストーリーいてくるというストーリーいてくるというストーリーいてくるというストーリー。。。。まさにまさにまさにまさに『『『『完全完全完全完全なるなるなるなる飼育飼育飼育飼育』』』』というタイというタイというタイというタイ

トルがピッタリトルがピッタリトルがピッタリトルがピッタリ。Ｒ。Ｒ。Ｒ。Ｒ----１５１５１５１５指定指定指定指定だがだがだがだが、、、、エッチエッチエッチエッチ度度度度はははは低低低低いのでいのでいのでいので、、、、そのそのそのその方面方面方面方面はあまりはあまりはあまりはあまり

期待期待期待期待せずせずせずせず、、、、ストーリーのストーリーのストーリーのストーリーの面白面白面白面白ささささ（？）（？）（？）（？）をををを味味味味わうわうわうわう方方方方がいいだろうがいいだろうがいいだろうがいいだろう。。。。    

────────────    * * * * ────────────    * * * * ────────────    * * * * ────────────    * * * * ────────────    * * * * ────────────    * * * * ────────────    * * * * ────────────    * * * * ────────────    * * * * ────────────    * * * * ────────────    

＜＜＜＜ちょっとエッチなタイトルだが・・・ちょっとエッチなタイトルだが・・・ちょっとエッチなタイトルだが・・・ちょっとエッチなタイトルだが・・・＞＞＞＞    

 ポルノ映画と間違うような看板やチラシ、そして『完全なる飼育 秘密の地下室』とい

う思わせぶりなタイトルを見れば、中年のオジサンなら大体かなりエッチな映画だと期待

（？）してしまう。しかし主役の女の子の名前は知らないものの、山本太郎（『バトル・ロ

ワイアル』（２０００年）、『夜を賭けて』（２００２年）、『ゲロッパ！』（２００３年）など

で有名）、加藤治子、竹中直人というビックネームを見れば、Ｒ-１５の指定はされていて

もポルノ映画でないことは分かる。「一体どんな映画なんだ？」。そんな複雑な思いで、金

曜日の夜、オールナイトでやっているマイナー映画館へ一人で自転車をこいで観に行った。

午後９時２５分からの上映だ。観客は私を含めてオッサン３人のみ。何ともうらぶれた、

わびしい世界・・・。 

 

＜＜＜＜刺激的刺激的刺激的刺激的なななな冒頭冒頭冒頭冒頭シーンだが・・・シーンだが・・・シーンだが・・・シーンだが・・・＞＞＞＞    

 映画の冒頭シーンは、女子高生らしき可愛い女の子がどしゃぶりの雨の中、恋人から「金

完全完全完全完全なるなるなるなる飼育飼育飼育飼育    秘密秘密秘密秘密のののの地下室地下室地下室地下室    
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のつくれないような女はいらない！」とボロクソに言われ、容赦なく殴られ、蹴られ、泥

まみれにさせられながら、それでも「私を棄てないで・・・」と恋人にすがっていくとい

うもの。いやはやかなり刺激的・・・と思っていたら、その後の展開は意外と静かでスロ

ー。結構イライラしながら次の展開を待つという感じだ。 

 

＜＜＜＜松田美智子松田美智子松田美智子松田美智子のののの原作原作原作原作とそのとそのとそのとその映画映画映画映画はははは大大大大ヒットヒットヒットヒット＞＞＞＞    

 現実に新潟でおこった「新潟少女誘拐監禁事件」をもとに、亡松田優作の元妻松田美智

子が書いた原作『女子高生誘拐飼育事件』（１９９７年）を映画化した『完全なる飼育』は、

１９９９年劇場公開された。 

 現実に起こった事件は、誘拐、監禁状態でのセックスの強要等の凶悪な犯罪だが、この

事件をベースに松田美智子が描いた原作と映画は、外観は同じでもその実態は全く異なる

ものだ。すなわち、第１作で主演した竹中直人演ずる中年のオジサンは、あくまで「心と

体が結ばれた完全なるセックス」を求めて女子高生を誘拐・監禁したものだ（そんな勝手

な理屈があるか！という反論はごもっともだが、それはこの際横において・・・）。だから、

彼は決して彼女に嫌なことを強要・強制することなく、彼女にやさしく接し続けていた。

だから、当初は恐怖を感じていた彼女も、少しずつその恐怖心が薄らいでいき、そればか

りか次第に中年のオジサンに対して親密感や愛情さえ抱くようになっていった。したがっ

て、誘拐監禁事件の公開捜査の結果、遂に彼女が保護され、竹中オジサンが逮捕され、裁

判になった時、彼女は、「あれは誘拐監禁ではなく、楽しい同棲生活だった」と証言するの

だった。 

 

＜＜＜＜シリーズものシリーズものシリーズものシリーズもの第第第第４４４４作作作作がこれがこれがこれがこれ＞＞＞＞    

 こんな意外性のあるストーリーの面白さによって『完全なる飼育』は大きな反響を呼ん

だ。そのため、これがシリーズ化され、第２作は『完全なる飼育 愛の４０日』（２００１

年）として、さらに第３作は『完全なる飼育 香港情夜』（２００２年）として公開された。

私が今回観た『完全なる飼育 秘密の地下室』はその第４作にあたるものだ。 

 独特のキャラクターをもつ俳優竹中直人は、第１作では面白いパーソナリティーの中年

オジサンになって主演したが、第２作目以降は、主役は別の個性的（？）な男性に譲り、

自分はチョイ役だけで顔を出している。これは竹中直人というキャラクターは、『完全なる

飼育』シリーズでは、なくてはならないものと認識されているからだ。 

 

＜＜＜＜同同同同じようなじようなじようなじような映画映画映画映画はははは外国外国外国外国にもあったぞ・・・にもあったぞ・・・にもあったぞ・・・にもあったぞ・・・＞＞＞＞    

 変態（っぽい）男が美しい女性を誘拐、監禁し、調教する・・・というストーリーは何

となく淫靡で、刺激的。最後には、女性は救い出されるという結末になる（？）と分かっ

ていても、その誘拐、監禁の動機にはそれぞれ意味があるし、監禁生活の中では犯人の人



 

物像が赤裸々に表現される。だからその多くは興味深い作品となる。外国で有名な映画は

『コレクター』（１９６５年）。サッカーの賭で大金を得た若い銀行員は、仕事を辞めて郊

外の家に一人住み、蝶のコレクション。やがて蝶のコレクションだけでは満足できなくな

った彼は、美しい女子学生にクロロフォルムを嗅がせて誘拐し地下室に監禁。この作品は

大ヒットし、男優、女優共にカンヌ映画祭で演技賞を獲得した。 

 １９６５年の公開当時、私はまだ高校生だから、私が映画館で観たのはリバイバル上映

のもの。結構刺激的で、面白かったことをよく覚えている。 

 また、１９９７年に公開された同名の映画『コレクター』は、女子学生８人が失踪し、

３人が死体で発見されるというもの。科学捜査専門の刑事にモーガン・フリーマンが扮し

て犯人探しに活躍し、９人目の被害者の女医にアシュレイ・ジャッドが扮するサイコ・ス

リラーで、これも面白かった。このように誘拐、監禁モノ（？）は、異常な心理を持つ犯

人を描くものだから、心理描写の巧拙でその作品の評価が分かれることになる。そして異

常と正常は紙一重・・・。あなたにもひょっとしたら同じような欲望があるのかも・・・？ 

 

＜＜＜＜一切一切一切一切セリフのないセリフのないセリフのないセリフのない山本太郎山本太郎山本太郎山本太郎のののの演技演技演技演技＞＞＞＞    

 この映画が静かでゆっくりとした進行になるのも道理。今回女子高生を監禁するタケル

（山本太郎）は、過去のショック（トラウマ）によって口がきけなくなっているという設

定だからだ。そこで彼はやむなく小型パソコンに文字を表示することによって彼女に意思

を伝えようとするのだが、２人は何せ、監禁者と被監禁者という関係だから、パソコンへ

の表示だけではなかなか意思疎通と状況把握ができず、彼女はどうしてもイライラしてし

まう。もっとも役者がセリフを一切しゃべらないで演技するのは大変。多分山本太郎本人

が一番イライラしていたことだろう。 

 

＜＜＜＜話話話話はははは結構結構結構結構ややこしいよ・・・ややこしいよ・・・ややこしいよ・・・ややこしいよ・・・＞＞＞＞    

 彼女が監禁されていたのは屋根裏部屋。だから、この映画のサブタイトルとなっている

「秘密の地下室」は、物語の前半には全く登場しない。したがって、なぜそんなサブタイ

トルがついているのか全く分からないままだ。そして、「秘密の地下室」の話が出てくるま

での、口のきけないタケルと監禁されてイライラしている梨里とのやりとりはいろんなス

トーリーがあって結構長く、ちょっと疲れてくる。また、加藤治子演ずるタケルの保護者

三杉隆子との関係もなかなか分からず、イライラしてしまう。 

 そして地下室の登場。ここには○○のストーリーが・・・。しかしこれはもちろん内緒。 

 原作の『完全なる飼育』の基本ストーリーをいかしたうえで、口のきけない主人公と禁

断の地下室という状況設定をしたわけだが、ちょっとひねりすぎの感じがある。第３作の

「香港バージョン」などの方が分かりやすいのでは・・・とつい思ってしまった。 

                        ２００３（平成１５）年９月６日記 


